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ション t3、t4 は他のデバイスの分岐を表す。プレース p1、
p2 を用意する。 
（STEP2）0x04 をロード(トランジション t1 を発火させ
る)時を考える。トランジション t1 からプレース p1 へ入
力アークを置く。 
（STEP3）0x05 をロード(トランジション t2 を発火させ
る)時を考える。プレース p1 からトランジション t2 へ出
力アークを置き、トランジション t2 からプレース p2 へ
入力アークを置く。 
（STEP4）トランジション t3 について、プレース p1 か
ら入出力アークを置く。 





を以下の図 3-2 に示す。 




りホーム状態[1]を持つ。             [] 
このことからデッドロックは起きず、どのステートへ遷
移しても初期マーキング(始めのステート)に戻ることが
わかる。 
4 おわりに 
本研究では従来のフローチャートに加え、具体的な処理
部分を考慮したモデル化アルゴリズムを提案することで
MOST プロトコルの振る舞いをモデル化した。本研究に
より、実際に機器を接続する前の動作検証が可能になった。
また、作成したモデルは活性でありホーム状態を持つので
正しく動作し、動作終了後再び正しい動作を始めることが
できる事を示した。 
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